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■BIMによる確認申請の開始
•建築確認において2025年よりBIM図面審査が実施され
ることになった

出典：国土交通省：建築BIMの将来像と工程表 ロードマップ, 
https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/content/001603587.pdf, 2024/3/31閲覧 



■BIMデータを前提とした固定資産評価

• BIMデータを基に、建築コストの算出だけでなく、CO2排出量の推
定なども兼用されると予測される

• 材種や建材ごとの評点数が連動すれば設計段階での固定資産
評価が可能になるかもしれない

設計者・施工者 自治体

所有者



■平均標準評点数の計算



■BIMデータの構造
• BIMデータにおいては、３次元モデルごとに、「柱」や
「梁」という役割などが識別可能な状態で入力される

•体積などの数量情報を保有している

•必要に応じてメーカーや性能などの情報が記入される



■BIMデータの構造
•設備類については、機器メーカーからBIMデータが配布
されるようになっている

• カタログと連動したBIMデータも登場した



Waseda Univ. Ishida Lab.

機械設備の場合

カテゴリ別集計表の出力 -Revit-

1. 集計表の作成

表示タブ＞作成>集計＞集計表/数量

2. 名前の設定

(例：機械設備集計表)

※複数部材の場合はマテリアル集計のマニュアルを参照



Waseda Univ. Ishida Lab.

機械設備の場合

カテゴリ別集計表の出力 -Revit-

3. フィールドの設定

集計表を作成するとプロパティが表示される

フィールドタブ>使用可能なフィールドより

• タイプ
• モデル
• 個数
• 製造元
• 設計冷房能力
• 設計暖房能力

を選択し、図のように順番に並べる



Waseda Univ. Ishida Lab.

機械設備の場合

カテゴリ別集計表の出力 -Revit-

4. 並び替え/グループ化の設定

• 並び替え方法を”タイプ”に設定する

• フッターと空白行をつけることで、カテゴリ
ごとに行間が生まれる

5. 書式の設定

 今回は変更を加えないので省略
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機械設備の場合

カテゴリ別集計表の出力 -Revit-

6. 出力の確認

集計表が出力される
以降の編集はプロパティタブから行う

タイプごとに
• モデル
• 個数
• 設製造元
• 設計冷房能力
• 計暖房能力
が表示されていることを確認する



■標準評点数

小項目 標準評点数

鉄骨 228580

鉄筋（並） 133200

コンクリート（鉄筋）（並） 42150

コンクリート（無筋） 18980

軽量鉄骨 272850

亜鉛メッキ加工（加算点扱い） 75500

表1 鉄筋コンクリート造における標準評点数の例



■研究の背景
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■計算の流れ



工種ごとの見積もり結果を集計

竣工BIM・図書を作成

施工時VE検討

BIMデータの作成

部位別の数量・個数の集計表の作成

工種別の数量・個数の集計表の作成

計算シートに数量を転記

程度の記入による補正係数の算出

再建築費評点数の計算

竣工図書と照合

再建築費評点数の確定

多くの図書がBIM化された場合の手順

内訳書を転記

再建築費評点数の計算対象を抽出

補正係数の算出

再建築費評点数の計算

工種ごとの見積もり結果を集計

内訳書を作成

竣工図書を受領

図面と照合

施工時VE検討

BIMデータの作成

部位別の数量・個数の集計表の作成

工種別の数量・個数の集計表の作成

再建築費評点数の確定

現状の手順

施
工
者

施
主

行
政

竣工図を作成

設
計
者

竣工BIM・図書を受領



■固定資産評価における数量拾いの
特徴

•基本的に建物の施工時に使った材料の総量を用いる

•建具は建具の立面の面積を用いて、建具とガラスの性
能により点数が変わる

•設備機器は、設備個数や面積当たりの個数、床面積な
ど計算単位が項目により異なる



■固定資産評価における数量拾いの
特徴

•基本的に建物の施工時に使った材料の総量を用いる

•建具は建具の立面の面積を用いて、建具とガラスの性
能により点数が変わる

•設備機器は、設備個数や面積当たりの個数、床面積な
ど計算単位が項目により異なる

大項目 中項目 程度 決め方 係数

電灯設備 ㎡あたりの標準評点数

電話配線設
備

配置

密度の高いもの
電話接続口が延べ床面

積7㎡あたり１個
1.15

普通のもの
電話接続口が延べ床面
積10㎡あたり１個

1

密度の低いもの
電話接続口が延べ床面
積20㎡あたり１個

0.5

監視カメラ
配線設備

カメラ台
数

カメラ１台あたりの標
準評点数



■竣工BIMデータの作成







再建築費評点数の計算表

使用量や数量の記載部分

補正係数の選択
部分

標準評点数
補正係数



再建築費評点数の計算表

使用量や数量の記載部分

補正係数の選択
部分

標準評点数
補正係数



■まとめ
•確認申請の部署と固定資産評価の部署では同等の人
数で業務にあたっている

•固定資産評価においては、実建物に使われている材料
や機器の総量を中心とした計算であり、竣工図など最終
的に納品される情報に基づいた情報を使うことが重要で
ある

•工事の時点ではBIMソフトウェアが、固定資産評価では
家屋評価システムが存在し、それぞれの業務で高度な
システムが存在する

• そのため、簡便なデータの提出方法があれば現状でも
十分に連携可能
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